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本書は，ユニバーサル段階を迎え，大学の教育力や学生の学習成果が問われるなか，同じ大学

に集う研究者たちが大学生の「書く力」の育成をめざして行った実践研究の報告書である。

執筆者の研究分野は，認知科学，高等教育，図書館情報学，メディア社会学など多岐にわたる

が，そこには共通のこだわりがあった。一つは，単なるハウツー的知識の伝授にとどまらず，学

生自らが問題を発見し考えること。もう一つは，学生同士が触れ合い，議論を通じて， r学びあうJ

こと。この2点を重視しながら，初年次生を対象とした授業実践を展開し，分析，考察している。

内容は， 8章構成となっている。 l章， 2章では， r書く力」の重要性を述べたうえで，その育

成にあたって協調学習を用いる意義と利点を論じた。特に，レポートライティングにおいて困難

な「問題設定」と「論証」を習得する鍵が協調学習にあることを論じている。続く 3章から 6章

では，これを実証するために，相互レピ、ュー，ジグソ一法，ブログなどを利用した授業実践を示

している。そこでは，他者との相互作用を取り入れることで，気づきや振り返りが生じ，レポー

ト作成過程のどこにそれらの効果が働くのか，詳細に検討している。 7章では，レポートライテ

イングに必要な文献調査力，活用力の習得について，図書館情報学の知見を初年次教育へ応用し

た授業実践例が検討された。最後に 8章で，総括と今後の課題が示されている。

ライティング教育に関する研究は少なくないが，そのなかでも授業実践の成果や効果を実証し

ようと積極的に取り組んでいる点に，本書の大きな特徴がある。また，取り上げた実践例では，

大学院生が TAとして授業の企画，運営面にまで、関わっている。大学院生の教育・研究に関する

資質能力を高めるプレ FDという観点からも，興味深いものとなろう。本書を通じて，会員各位

や大学関係諸氏には，研究に裏打ちされた教育活動の重要性を理解していただければ幸いである。
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